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１ 研究主題   

教材研究を通して理科指導の実践課題について考える～実践課題に応える教材研究～ 

 

２ 研究の概要 

  次に挙げる２点の理科指導の実践課題に応えるための教材研究に取り組んだ。 

(1) 「エネルギー資源の有効利用」の素地の小学校理科における指導 

(2) 小中の系統性を意識した粒子概念の指導 

 

３ 研究の実際 

(1) 「エネルギー資源の有効利用」の素地の小学校理科における指導 

  「エネルギー」の見方や概念を柱とした系統では、中学校から「エネルギー資源の

有効利用」が位置づけられている。しかし、小学校段階でも関連した単元(４年「電

気の働き」・５年「電流の働き」・６年「電気の利用」)で、その素地となる見方を意

識した指導が必要であると考える。その素地を創り上げる手ための地域の教材につい

て研修を行った。 

メガソーラーTUBAME site (PVP JAPA
N株式会)において、大規模太陽光発電施設の

見学と施設の概要について研修した。併設さ

れている学習センターの活用方法や、雪国な

らではの発電施設の工夫や天候による発電量

の変化等について説明を受けた。自然エネル

ギーを有効に活用していくことの大切さに目

を向けさせていくのに有効な教材といえる。 
(2) 小中の系統性を意識した粒子概念の指導 

講師の鈴木華奈子先生（県立教育センター指導主事）から、全国学力学習状況調査

の結果と理科問題作成の意図を踏まえて、小学校から系統性を意識して粒子概念の指

導を位置づけていく必要性について講義をしていただいた。 

その後、実習として３年「もののおもさ」４年「空気と水」５年「ものの溶け方」

中１「水溶液」の各単元で行う実験を行った。また、各実験で用いる教材等について

研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

なかなか時間のとれない教材研究であるが、研修として取り組むことで、教材研究の

視点が広がり、教材としての価値を確認することができた。また、参加者同士で指導方

法などの情報交換が進むなどの成果が見られた。 

課題として、研修に基づいた実践にかかわる研修を位置づけることが十分にできてい

ないことがあげられる。 


